
研究分野： レーザ技術、波長変換技術
研究テーマ： レーザの波長変換技術とその応用

～深紫外線から遠赤外線まで～

レーザ光線は、その光の持つ特殊な性質から産業、医療及び宇宙開発など
あらゆる分野で用いられています。さらに、レーザの可能性をより一層広げる
ために、非線形光学結晶と呼ばれる結晶にレーザ光線を通すことで、紫外線、
可視光線、赤外線、さらにはテラヘルツ波まで、既存のレーザ装置では得られ
なかった波長のレーザ光線を発生させることができます。
本研究室では、レーザ光線における波長範囲の拡大と高出力化を目指して、
様々な非線形光学結晶の光学特性の評価に取り組んでいます。
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水素ガスを用いた波長変換
（緑色のレーザ光線を水素ガスに通過させると、赤色から紫外線まで
のレーザ光線を同時に発生できる。）

身近な物質による波長変換の例

レーザ光の波長変換とは

新たな光と可能性を生み出す非線形光学結晶

光のスペクトル

真空紫外線 近紫外線 近赤外線 中赤外線 遠赤外線 サブミリ波

光の波長 0.2mm     0.4mm     0.6mm     0.8mm     1mm         10mm          100mm

目に見える光

1mm （マイクロメートル）は、
1000分の１ミリメートル

紫 藍 青 緑 黄 橙 赤

様々な非線形光学結晶を組み合わせることで、
レーザ光線の波長範囲を拡大し、変換効率を改善

赤色光

紫外線
（紙による蛍光）

青色光 緑色光
（励起光）

様々な波長変換用結晶

遠赤外線発生用 テラヘルツ波発生用可視光～中赤外線発生用深紫外線発生用

光学顕微鏡に
よる周期分極
反転の写真

最適なレーザシステムを構築するためには、それぞれ

の結晶が有する光学特性の精緻な解明が必要。

紫外線発生

紫外線の
蛍光によ
る青色光

レーザの応用例

○製造分野
（材料加工、製品検査等）

○医療・美容分野
（レーザメス、シミの除去等）

○日常生活
（ディスプレイ、情報通信等）

〇安全・安心社会
（危険物検知、風向計測等）

がん治療用赤色光発生

赤色光

照射なし 40s照射 80s照射

波長213 nm 深紫外線レーザーに
よる大腸菌の殺菌効果

波長1550 nm レーザ
ー光による石英基盤
のダメージ評価
（写真右）


